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近年、日本のポップカルチャー文化が全世界中に広がるとともに、インターネット上には日

本語能力向上の為に日本語の作品を翻訳することを中心とするグループが多数現われている。

各グループの活動方法はそれぞれ異なっているが、目的は共通しており、翻訳を通して自分の

日本語能力を把握し、磨くということである。このような学習環境はいわば CSCL(Computer 

supported collaborative learning)環境における日本語学習である。中原ら(2000)は CSCL と

はネットワークに媒介された学習の場に、共通する目的やプロジェクトを有する学習者同士が

集まり、自らの知的探究を外化し、他の学習者の様々な視点にさらされつつ議論と討議を進め、

協働的に知を再吟味しつつ作り上げていく実践的学習活動の総称であると定義している。 

本論文は、アクションリサーチ(参与観察・アンケート・インタビュー)の手法を用いて、1）

参加動機は何か、コミュニティの翻訳活動へ参加によってどのような変化が起こっているか。

2）変容の要因は何か、またその要因は継続参加動機にどのように関連しているか。3）それら

の変容が参加者間にどのような相互作用を行っているかについて調査し、グループ Xというコ

ミュニティへの参加が彼らのアイデンティティ・生活・性格などに与える影響を明らかにした。 

 本論文では一般的な認識である学習の場所「教室」とは異なる学びの場、インターネットに

おけるグループ Xという日本語翻訳協働学習コミュニティの活動を中心に考察した。この協働

学習コミュニティでは、教師や専門家から伝達された知識を個人の「頭」の中に蓄積するとい

う形でなく、様々な独特のシステムでの翻訳者と添削者の相互学習を通し、同じ学習者同士が

お互いに教えたり教えられたりしながら、共に成長している。これが、従来の学習コミュニテ

ィとは大きく異なる重要な点である。 

 アンケート調査データからは、自己の日本語能力の成長だけを目指していた参加者達が、コ

ミュニティ活動への参加とともに、参加動機を日本語能力の向上のみならず、人間関係、思考

力やコミュニティへの帰属感などを変容させていることが明らかになった。また、インタビュ

ー調査データからは、その変容が参加者の間で起きている相互作用であることを、データから

実証的に分析・考察した。考察結果は概ね「翻訳活動」と「人間関係」の 2つポイントにまと

められる。 

 「翻訳活動」では、日本語能力を向上させるには日本語の知識を大量に覚えて使いこなせば

済むという伝統的な考え方を持っていた参加者がコミュニティ活動への参加を通し、母語の重

要性に気づき、それまで言語学習においてあまり重視されていなかった思考力の重要性をも痛

感するようになったことを論じた。また、参加者達は自身の趣味として、母語と日本語の意味

を確認することで満足感を感じるうちに、本来重苦しい印象が持たれる翻訳活動を、リラック

スできる楽しみに変化させていた。喜びの体験を多く積み重ねていくことで、コミュニティに

参加し続けている。さらに、読解力を中心に日本語能力も順調に向上し、様々な手段でなかな

か意味が分からない知識も調べられるようになった。参加者達は参加初期のように漠然と日本

語を学習しようとしているのではなく、自ら学習の目標・内容を決定し、生涯にわたって自律

的に学び続けるとも言える。 

 次に、「人間関係」についてだが、参加者はお互いを尊重し配慮しあいながら個性を発揮で

きるメッセージを送ることで「私はグループ Xの成員」という意識を少しずつ形成し、コミュ

ニティへの帰属感を深めている。翻訳者には、添削者に対する「上下関係」の意識の変化によ

り、自分の学習方法を改善したり、競争意識を持ち始めたりする現象が窺える。一方、添削者

は、添削の役割に対する理解を深めることにより、翻訳者・翻訳文への対処の方法（ストラテ

http://scholar.google.co.jp/scholar_url?hl=ja&q=http://books.google.co.jp/books%3Fhl%3Dja%26lr%3D%26id%3DTgqxy-_pKkoC%26oi%3Dfnd%26pg%3DPA248%26dq%3DCOMPUTER%2BSUPPORTED%2BCOLLABORATIVE%2BLEARNING%26ots%3D7j9tsxqJy4%26sig%3D6dUqZYLU0Qtm-wPjK1jyNCmvn1s&sa=X&scisig=AAGBfm3afteru5BMAnU_Ik0uRN7JUYWNYg&oi=scholarr&ei=ifJpUqPWJ-bkiwLow4GYAg&ved=0CC0QgAMoADAA
http://scholar.google.co.jp/scholar_url?hl=ja&q=http://books.google.co.jp/books%3Fhl%3Dja%26lr%3D%26id%3DTgqxy-_pKkoC%26oi%3Dfnd%26pg%3DPA248%26dq%3DCOMPUTER%2BSUPPORTED%2BCOLLABORATIVE%2BLEARNING%26ots%3D7j9tsxqJy4%26sig%3D6dUqZYLU0Qtm-wPjK1jyNCmvn1s&sa=X&scisig=AAGBfm3afteru5BMAnU_Ik0uRN7JUYWNYg&oi=scholarr&ei=ifJpUqPWJ-bkiwLow4GYAg&ved=0CC0QgAMoADAA
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ジー）を多様化させ変化させている。相手の考えを理解しようと努めたり、自分の考えより翻

訳者との人間関係を優先するなど、他人との協調性を重視するようになってきている。このよ

うに、参加者たちの間の関係が縦方向のみに固定されず、常にダイナミックに変化し続けてい

ることは、コミュニティの活動へ持続的に参加できる可能性の一つの要因になっていると思わ

れる。 

 しかし今回の調査結果が、全ての参加者に当てはまるとは限らない。今後は、より多くの参

加者が「翻訳活動」「人間関係」への主体的かつ有意義な気づきが体験できるように、長期的

に参加することができず中途退会した参加者の退会動機についても調査し、コミュニティシス

テムの改善案も提示していきたいと考える。 
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